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中
期
目
標 

重点努力目標（評価項目） 
自
己
評
価 

総
合
評
価 

達成状況と成果 

関
係
者
評
価 

学校関係者の

意見・要望 

今後の改善方策 

次年度への課題 

（★学校関係者評価を受けて） 

安
心
・
安
全
な
学
校
づ
く
り 

認
め
合
う
人
間
関
係
づ
く
り
と
健
や
か
な
心
と
体
づ
く

り
を
図
る 

危機管理と迅速

な対応 

自然災害、熱中症・感染症、交通安全、

校内施設の整備等に迅速に対応する。教

職員全員へ危機管理意識を高揚させ、実

効性のあるシュミュレーションや避難

訓練を実施する。 

A 

A 

・ドライブスルー訓練や
避難訓練を計画的に行う
ことができた。また宿泊
行事の打合せ時に、対応
手順を確認したことで迷
わず対応できた。 
・児童間の「よいとこ見
つけ」や教員間の「あり
がとうカード」などを通
して、子どもも教職員も、
互いに認め合い、美点を
見つける姿勢を身につけ
ることができた。 
・生活サポート情報交換
会で、気になる子の様子を
共通理解し対応を考え、関
係機関につなげることが
できた。 
・一人一人が役割を持ち
活動できた。 

A 

・通学班の編成
を考慮した結
果、とてもよい
表情で登校する
ようになった。 
・運動会や発表
会等の行事で、
先生方が子ども
のモチベーショ
ンを保ちながら
支えてくれてい
る事が、子ども
たちの表情から
うかがえる。 
・ネッククーラ
ーを冷やすため
の冷蔵庫設置は
ありがたかっ
た。冷水器が充
実するとよい。 

・通学班編成の検討が登
校時の安心感につながっ
たことを踏まえ、登校の
状況把握を継続し、安全
かつ心理的負担の少ない
環境を維持していく。 
・冷凍庫設置等の熱中症
対策は評価された一方、
冷水器の増設・整備が要
望として挙がったため、
設備面の充実を予算の状
況を踏まえながら検討し
ていく。 
・行事での活躍を支える
指導を継続し、主体性と
心身の健康を両立させる
体制を作っていく。 

自己肯定感を高

め合う活動の充

実 

美点を見つける目を子ども・教職員が持

ち、相互評価を行う。互いの良さを認め

合える場を持ち、自己肯定感を高め合

う。 

A 

心身の健康状態

の把握 

生活を振り返ったり運動を楽しんだり

しながら、心身の健康の向上をめざす子

どもを育てる。体育授業、メディアチャ

レンジ、学校保健委員会、生活サポート

委員会などを機能させる。 

A 

主体性を育む特

別活動の創造 

子どもが輝く特別活動の計画・実践する 

学校行事・委員会活動・学年集会・学級

活動において活躍の場を保証する。 
A 

分
か
る
！
で
き
る
！
が
実
感
で
き
る
授
業
づ
く
り 

基
礎
・
基
本
の
定
着
、
子
ど
も
の
思
い
を
大
切
に
し

た
問
題
解
決
的
な
学
習
、
心
の
教
育
を
進
め
る 

自ら学ぶ意欲を

引き出す支援の

充実 

子ども一人一人が目的や目標をもち

「読む」「書く」「考える」「伝える・聞

く」という行動に意欲的に取り組む。

「むずかしいことをやさしく、やさし

いことをおもしろく、おもしろいこと

を深く」学べるよう支援する。 

B 

B 

・教材や ICT 機器利用の

工夫、基礎・基本的な学習
の繰り返しなどを通して
授業改善の成果が表れて

きている。 
・一人一人が主体的に学
ぶ問題解決的な学習の実

践を目ざして、教科ごとの
授業づくりをベテラン教
員に学ぶ研修を行った。 

・心を育てる道徳の授業
では、自我関与や役割演技
などを積極的に取り入れ

て学びが深まるよう努め
た。 

A 

・よく授業に集

中している様子
が見られた。 
・子どもたちの

興味がある ICT
機器を使った発
表や授業が意欲

的に取り組む姿
勢につながって
いると思う。 

・自分から役割
を担おうとす
る、自主性が見

られた。 

・タブレットを「楽しく使

う」から、自分の考えを深
めるための「道具」として
使いこなせるよう、授業

の工夫を続けていく。 
・教員同士で教え合い、子
どもたちが「やってみた

い」と実感を伴って学べ
るような、おもしろくて
深い授業づくりに取り組

んでいく。 
・一人一人が活躍できる
場面を増やすことで、「自

分は大切な存在だ」と思
える心を育てていく。 

学習・生活規律

の徹底と個に応

じた支援 

子どもの思いを大切にした問題解決的

な学習の実践。切実感のある単元を構

想し、体験的な活動や伝え合う活動を

取り入れた問題解決的な学習を実践す

る。 

B 

心の教育の推進 

心の教育に努め、生きて働く知識や道

徳的実践力を高める。道徳の授業を中

心として、思いやりと自己有用感を感

じられる授業を展開する。 
B 

力
の
あ
る
教
師
づ
く
り 

教
職
員
が
切
磋
琢
磨
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
学
校
に 

授業力の向上 

常にチャレンジマインドをもつ。 

研修を重ね、個の輝く授業実践に邁進す

る。 
B 

B 

・授業研究会を通して、全
職員が授業について考え、
話し合うことで学ぶこと

ができた。 
・学年会等で、若手教員
が、ベテラン教員に学級経

営や子どもや保護者との
関わり方を学び、力量向上
を図ることができた。 

・行事検討委員会を４回
以上行い、来年度に向けて
の改善に努めた。 

・不祥事防止の研修を機
会あるごとに行い、抑止に
力を入れた。 

A 

・学習発表会は
工夫されてい
て、短い時間で

よくまとめられ
た内容であっ
た。 

・先生と遊んだ
ことや褒められ
た事を、子ども

たちは案外覚え
ていてうれしそ
うに話してい

る。 

・来年度は学習発表会が 1
月に移るため、生み出さ
れた時間を活かして内容
をさらに深めて表現でき
る場を目指していく。 
・子どもが喜ぶ「褒める・
遊ぶ」関わりを大切にし、
教職員同士も相談し合え
る温かい組織を目指して
いく。 
・行事検討委員会の案を
実行に移し、準備の効率
化と内容の充実を両立さ
せ、よりよい職場環境を
整えていく。 

組織力の向上 

「チーム岩西」の組織力アップに貢献

する。相談や相互評価を行い、教職員

一人一人の自己肯定感を高める。 
A 

働きがいのある

職場環境の構築 

働きがい改革に向けて、教職員で話し

合う。 

B 

高い倫理観と職

責の全う 

不祥事撲滅を自分事ととらえ、責任を

もって職務を果たす 
A 

あ
た
た
か
い
校
区
づ
く
り 

「
も
っ
と
ず
っ
と
大
好
き
岩

西
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に 

地域と歩む豊か

な心の育成 

地域の方々とも気持ちのよい挨拶や返

事をし、校区に貢献できることを考え

られるようにする。 A 

A 

・挨拶の必要性を、朝会や
学級で考える機会を設け
たり、朝の交通立ち番や普
段の生活で教師から挨拶
をしたりするなどして啓
発に努めている、 
・教育活動のニーズに応
じた適切なタイミングで
のボランティア募集と、そ
れに対する円滑な協力体
制が確立されてきた。 

A 

「おはようござ

います。」の声が
出ない子がい
る。根気よく声

かけを続けてい
かなければなら
ない。 

・地域の人と協
力して立ち番な
どを行えるとよ

い。 

・児童や保護者の実感と、
教師側が求める挨拶の基
準に乖離が見られる。改
めて挨拶の意義を指導
し、自発的な行動を促す
支援が必要である。 
・iボランティアによる校
外活動の見守り、出前授
業の参観などの機会を適
切に提供することで、家
庭・地域との連携のさら
なる充実に努めていく。 

地域資源を活用

した学びの深化 

地域教材の開発や TNP の推進、iボラ

の協力などにより、地域の人・もの・

ことを知り、学び、好きになる。 

A 

 【自己評価  Ａ：十分に達成されている Ｂ：概ね達成されている Ｃ：あまり達成されていない Ｄ：ほとんど達成されていない】 

【総合評価    自己評価をもとに 上記のＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄ で評価】 

【関係者評価 Ａ：適切である Ｂ：概ね適切である Ｃ：あまり適切ではない Ｄ：適切とは言えない】 


